




助成事業細目

助成対象者名

事業名

優先順位／申請件数 1 位／ 1

事業実施期間

目的及び期待される効果

人 人

日 日

人 人

○

○

○

○

○

備考

事業の実施状況及び
実施結果並びに

助成金の使途に関する
情報の公開方法

※交付要綱第23条におい
て、『助成事業者は、助成
事業の実施状況及び実施
結果並びに助成金の使途
に関する情報を公開するも
のとする。』と規定されてい
ますので、必ず対応するよ

うにして下さい。

情報の公開方法
（複数選択可）

ＨＰで公開する

広報誌・会報誌等で公開する

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備する

情報開示請求があった場合に開示する

公表する内容
（複数選択可）

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開する）

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開する）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開する）

※営利法人等に請け負わせるものは、委
任（委託等）には該当しません。

〔委任がある場合の内容〕

 事業と「競技者育成
プログラム」等との関連

※申請事業の競技者育成プログラム等での位置付けが分かる該当ページのコピーを添付。

具体的な事業の内容

事業の詳細

・若年層を海外キャンプへ継続的に派遣し「世界レベルを肌で知る」選手強化のため、国内練習参加して
いる男女U15/U17選手の中から選抜したのち、6月開催予定のUSA主催のFF強化試合に参加する。
・FF世界大会アジア予選が11月にマレーシアで予定されており、U17からも日本代表選を選抜する（予備
選手含む）。
・FF世界大会アジア予選以降は、2024FF世界選手権及び2028ロス五輪へ向け、男女U15/U17を中心と
した選手で、関東地区と関西地区で継続的に育成練習する。

事業の第三者への委任（委託等）の有無 無

2023年4月～2024年3月

本事業は、国際競技力の向上を目的とする競技者育成プログラムにおいて重要な位置を占める事業である。
フラッグフットボール（以降、FFという。）は、2028ロス五輪での追加種目採用を睨み、海外遠征強化試合などを行い選手強
化を図ることを目的とする。
FF競技はタックルフットボールに比べ、ゲームメンバー数5名と少なく、さらにタックルゲームと異なり連日ゲームが行えるこ
とから、総合競技大会向きであり、また男女混合チーム編成も可能でありSDGｓ的にも貢献でき、世界的にも女性の参画が
望めるものである。
短期的には、2024年FF世界選手権に向け2023年はアジア予選がマレーシアで予定されており、世界大会出場権を獲得の
ため選手選抜を行っていく。

前年度実績及び
当該年度見込（目標）

令和４年度実績(見込含む)
※実施団体のみ記載

令和５年度見込

延べ参加人数 1,668 1,860

活動日数 34 55

各年代の代表選手輩出数 45 48

件中　（タレント発掘・一貫指導育成事業における順位を記入）

令和５年度　事業計画書
【将来性を有する競技者の発掘及び育成活動助成】

タレント発掘・一貫指導育成事業

公益社団法人日本アメリカンフットボール協会

世界選抜育成キャンプ（フラッグフットボール）







1 位／ 1

○

○

回

人 人

人 ％

団体

指導者情報
を共有する
関係団体名

令和５年度　事業計画書
【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目 スポーツ活動推進事業（スポーツ指導者の養成・活用）

助成対象者名 公益社団法人日本アメリカンフットボール協会

事業名 アメリカンフットボールアカデミー

優先順位／申請件数 件中　　（スポーツ団体スポーツ活動助成における順位を記入）

事業予算の確保状況 自己財源確保済

ジュニアの育成・子供の体力向上
中高生への技術指導や体力測定などの実施を中心に同年代のレベル向上ととも
に将来、より高いレベルでの競技継続に繋がる。

参加者の健康増進

女性のスポーツ参加支援（育児サポー
ト等）

目的及び期待される効果

事業の特長 左記に該当する場合には、その理由を記入すること

高齢者のスポーツ活動の支援

障がい者のスポーツ活動の支援

競技水準の向上
最新の練習方法や基本技術を選定した公認指導者が全国の学生連盟を中心に
プログラムを組んで行うことにより、安全な技術を指導者・選手が学び、競技レベ
ルの一助となる。

地域のスポーツ環境の整備

指導者の養成と派遣の
両事業を実施しているか

実施していない

 ※　両事業を実施する場合でも、指導者の養成と派遣を一つの事業として申請することはできませ
ん。
　　　２事業に分けて申請してください。

指導者の予定派遣回数 8 ※左の欄に数値を入力すると、右の欄は自動で割合が計算される。

開催場所 東京、大阪、愛知、愛媛、福岡、北海道他

事業の内容

指導者を派遣する事業

・タックルフットボールについては、安全講習会(Heads Up Football)への指導者の派遣：安全（頭部
頸部外傷）に配慮した競技の普及を目指し正しい技術の取得をフットボール未経験者から指導者ま
で講義と実技にて指導。また、技術とともに体作り、安全面に着目し、「栄養講座」「トレーニング講
座」および「正しい防具フィッティング講座」を1つのプログラムとして指導する。

指導者を派遣する団体数（実数）

派遣する指導者が有資格者か はい 指導者の有する資格名
日本スポーツ協会公認指導者・コーチ1
大学講師

スポーツ指導者等の平均派遣人数 2
スポーツ指導者等の

総派遣人数
16

（うち、女性指導者の平均派遣人数） 女性指導者割合 0.00

申請団体が有する指導者情報を関係団体
と共有する仕組みが構築されているか

構築されている

JAFAに加盟する団体で主に
学生アメリカンフットボール連盟8団体
日本社会人アメリカンフットボール協会
日本アメリカンフットボールプライベート協
会
日本学生女子タッチ&フラッグ連盟

第三者への委任
の有無

助成対象者が自ら事業経費を執行せず、実行委員会等第三者への委託金等を支出し、事業を実
施するか。※業者に請負わせるものは、委任には該当しません。

いいえ

＜委任先の組織について＞　※「はい」の場合には以下を記入すること

実行委員会等委任先の組織名称

実行委員会等委任先への支出形態

具体的な事業の内容
(種目･期間･場所･対象者等)

〔実施事業の内容〕

開催期間・開催日 6月～7月、2月～3月のアメリカンフットボールチームのシーズンオフ時期を基本とする。

主催者 公益社団法人 日本アメリカンフットボール協会

共催者 なし

主催・共催者において、
助成事業者以外の財政負担額

リストから選択してください。
その他の場合は(　)に

記載してください。 （　　　　　　　　　　　　　）

※委任先への支出が、助成対象者の経理科目上、委託金に限らず負担金、交付金、補助金等であったとしても、経費内訳表（収支予算書）
への計上は「委託費」科目としてください（会計処理の手引43ページ「⑦委託費（事務委任）」に記載されている手順で実施する必要がありま
す）。
※委任先の収支予算書を提出してください。
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令和５年度　事業計画書
【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目 スポーツ活動推進事業（スポーツ指導者の養成・活用）

助成対象者名 公益社団法人日本アメリカンフットボール協会

事業名 アメリカンフットボールアカデミー

○

○

○

○

○

○

施設の使用

助成対象者が所有または指定管理を受託する施設の使用はあるか。
※「はい」の場合には以下を記入すること。

リストから選択してください。

自己所有する場合の施設名

指定管理を受託する場合の施設名

指定管理を受託する施設の使用料

　※助成対象者が指定管理を受託する施設の使用料を対象経費とする場合、施設使用料の扱いについて確認が取れる自治体との協定書を提出してください。
　（なお、指定管理を受託予定の場合、実績報告（実施状況報告）時に、協定書を必ず提出してください。）

備考

特定の参加者・団体へ声をかけ、参加を呼びかける

 事業の実施状況及び
実施結果並びに

助成金の使途に関する
情報の公開方法

※交付要綱第23条にお
いて、『助成事業者は、
助成事業の実施状況及
び実施結果並びに助成
金の使途に関する情報

を公開するものとす
る。』と規定されていま
すので、必ず対応する

ようにして下さい。

情報の公開方法
（複数選択可）

ＨＰで公開する

広報誌・会報誌等で公開する

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備する

情報開示請求があった場合に開示する

公表する内容
（複数選択可）

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開
する）

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開する）

情
報
公
開

事業の実施計画
の公表

事業を広報・PRするための手段
（複数選択可）

HＰで参加者・派遣先団体募集を告知する

広報誌・会報誌等で参加者・派遣先団体募集を告知する

参加者・派遣先団体募集のチラシを配布する

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開する）

 事業実施後に、参加者等に
対する満足度調査を行うか

行う 実施方法
関係団体が行ったアンケート調査を後日ヒアリングする
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助成事業細目

助成対象者名

事業名

目的及び期待される効果

○

○

○

○

○

備考

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開
する）

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開する）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開する）

具体的な事業の内容

〔実施事業の内容〕

アンチ・ドーピング検査対象活動
【国内における競技大会内検査】
アメリカンフットボール日本選手権　プルデンシャル生命杯　第77回ライスボウル　2024年1月3日（予定）

 事業の実施状況及び
実施結果並びに

助成金の使途に関する
情報の公開方法

※交付要綱第23条におい
て、『助成事業者は、助成
事業の実施状況及び実施
結果並びに助成金の使途
に関する情報を公開するも
のとする。』と規定されてい
ますので、必ず対応するよ

うにして下さい。

情報の公開方法
（複数選択可）

ＨＰで公開する

広報誌・会報誌等で公開する

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備する

情報開示請求があった場合に開示する

公表する内容
（複数選択可）

ドーピング検査を実施することで、スポーツの価値、競技の公平性、競技の健康を守ることが出来る。更に競技者がク
リーンであることを証明することにより、国内・国外にアピールすることが出来る。

令和５年度　事業計画書
【スポーツ団体スポーツ活動助成】

ドーピング検査推進事業（ドーピング検査事業）　※競技団体用

公益社団法人日本アメリカンフットボール協会

ドーピング検査





助成事業細目

助成対象者名

事業名

目的及び期待される効果

70 人 100 人

2 回 3 回

対象者を拡大

内容を充実

○ 変更なし（規模等を縮小）

○ ＨＰで公開する

広報誌・会報誌等で公開する

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備する

○ 情報開示請求があった場合に開示する

○ 事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開する）

○ 事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開する）

○ 助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開する）

備考

ドーピング防止の研修等を実施することで、スポーツの価値、競技の公平性、競技の健康を守ることが出来る。更に競技者が
クリーンであることを証明することにより、国内・国外にアピールすることが出来る。

令和５年度　事業計画書
【スポーツ団体スポーツ活動助成】

ドーピング検査推進事業（ドーピング防止啓発活動推進事業）

公益社団法人日本アメリカンフットボール協会

ド^ピング防止啓発

前年度実績及び
当該年度見込（目標）

令和４年度実績(見込含む)
※実施団体のみ記載

令和５年度見込

延べ参加人数

実施回数

 事業の実施状況及び
実施結果並びに

助成金の使途に関する
情報の公開方法

※交付要綱第23条において、
『助成事業者は、助成事業の実

施状況及び実施結果並びに助成
金の使途に関する情報を公開す
るものとする。』と規定されていま
すので、必ず対応するようにして

下さい。

情報の公開方法
（複数選択可）

公表する内容
（複数選択可）

実施する事業の内容
(期間・場所・対象者等）

〔実施事業の内容〕

開催期間・開催日 講習等は2023年10月開催を予定

開催場所 JSOSビル

対象者
日本選手権出場予定の選手及びスッタフ30名、フラッグアジア大会出場予定選手（男、
女）及びスッタフ70名

事業の内容

日本選手権出場予定の選手及びスッタフ30名については関東の会場に一堂に集合し、ま
た、フラッグアジア大会出場予定選手（男、女）及びスッタフ70名については、関東の会場
に男子女子別に集合し、「クリーンスポーツに関する原則及び価値」「競技者、サポートス
タッフの権利及び責務」「厳格責任の原則」「ドーピングの結果」「アンチ・ドーピング規則違
反」「禁止表上の物質及び方法」「サプリメント使用のリスク」「薬の使用及び治療使用特
例」などについて講習を行う。

事業の充実度
（複数選択可）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

※令和４年度に助成対象者が実施した（予定も含む）アンチ・ドーピング活動と比較すること。





助成事業細目

助成対象者名

事業名

目的及び期待される効果

5 回 1 回

2 回 2 回

30 人 30 人

2 人 2 人

回 回

○ ＨＰで公開する

広報誌・会報誌等で公開する

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備する

○ 情報開示請求があった場合に開示する

○

○ 事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開する）

○ 助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開する）

事業実施後に参加者等に
対する満足度調査を行うか

実施方法

備考

行わない

具体的な事業の内容

〔ガバナンス強化に関する課題〕

・継続的に、内部通報システムを運用する。
・スポーツ庁発出のガバナンスコードに則り、役員選考関連の見える化、コンプライアンス関連取組の見える化を構築する。

〔実施事業の詳細〕

・日本アメリカンフットボール協会（JAFA）は平成25年度に内部通報規程や倫理懲罰規程を定めるとともに、暴力・ハラスメントの
有効な監視体制の構築しており、通報受け、通報の管理や調査において外部有識者として、弁護士を起用する。
・スポーツ庁発出のガバナンスコードに則り、外部講師による役員向けに「ガバナンス強化研修」を2回開催する。

 事業の実施状況及び
実施結果並びに

助成金の使途に関する
情報の公開方法

※交付要綱第23条におい
て、『助成事業者は、助成
事業の実施状況及び実施
結果並びに助成金の使途
に関する情報を公開するも
のとする。』と規定されてい
ますので、必ず対応するよ

うにして下さい。

情報の公開方法
（複数選択可）

公表する内容
（複数選択可）

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開
する）

前年度実績及び
当該年度見込（目標）

令和４年度実績(見込含む)
※実施団体のみ記入

令和５年度見込

組織統治に向けた自発的な取組件数
※コンプライアンス委員会及び内部通報制
度の設置など

研修会開催回数

研修会参加人数

専門家配置人数

ＮＦへの専門家指導・助言回数
※統括団体のみ記入

・NFとして、スポーツ庁発出のガバナンスコードに則り、組織統制拡充していくとともに、当該システムを構築運営し、内外から疑
念の出ない模範となる組織とする。

令和５年度　事業計画書
【スポーツ団体スポーツ活動助成】

組織基盤強化事業（スポーツ団体ガバナンス強化事業）

公益社団法人日本アメリカンフットボール協会

ガバナンス強化






